
 

 

 

 

１ 本校の概要 

本校は、創立 146 年目を迎えた、児童数 744 名、

24 学級の地域に根ざした伝統校である。 

「ふるさと ふれあい 谷塚小」のスローガンの下、

学校と地域が一体となった取組を重点にしている。

また、地域コミュニティセンターとの複合施設とし

て建築された利点を生かし、クラブ活動やロビーコ

ンサート等、谷塚文化センターとの交流にも盛んに

取り組んでいる。 

２ 本校の実践 

 ⑴ 実践の視点 

  地域と連携した読書に親しむ活動の充実 

 ⑵ 実践の概要 

本校は、谷塚文化センター図書室が本校図書館内

に設置され、地域共用図書館となっている。市立図

書館の本を気軽に借りることができ、月２回の学級

貸出サービスを受けることもできる。 

また、学校図書館ボランティアとして、地域なら

びに保護者の方が、児童の読書活動の促進のために

活動を行っている。 

  ア 共用図書館としての利点 

本校と文化センターの各１万冊の蔵書があり、

幅広い分野の本と接することができる。また、小

さい子からお年寄りまでが読書をする姿を日常的

に見ることができ、生涯を通して本に親しむため

の環境が整っている。安全面に対する対応として

は、授業時間内は、文化センター職員が常駐する

とともに、児童と一般利用者が必要以上に関わる

ことのないように棚や机を配置している。 

  イ 学校図書館ボランティアの活動 

保護者と地域の方々によって平成 17 年に発足

し、現在は約 50名が３つの班に分かれて、次のよ

うな活動を行っている。 

   ① 読み聞かせ班 

毎週月曜日と月２回木曜日の朝、読み聞かせ

を行っている。児童を教室前方に集めて、集中

して聴くことができるようにしている。 

   ② ふれあい班 

業間休みと昼休みに、図書委員会の児童とと

もに、本の貸出を行っている。 

   ③ 図書館班 

学校図書館内の 

整理や本の修理を 

中心に行っている。 

行事・祝日等、四季折々のものの意義を伝える

ような掲示物の作成も行っている。 

   ④ 朗読会（地域ボランティア） 

学校公開日に、文化センターのホールを利用し、

２・４年生・わかば学級に朗読劇を行っている。 

   ⑤ ブックトーク 

５年生を対象に、市立図書館の元副館長を講

師として、児童がさまざまな本に興味関心をも

つようなブックトークを行っている。 

  ウ その他の取組 

  ・学校司書による読書環境の整備 

  ・毎週木曜日の朝の読書タイム 

  ・図書委員会による本の紹介 

  ・各学年フロアーの読書コーナー 

  と読書に関する掲示物（おすすめの本の紹介等） 

  ・ボランティアの方のおすすめの本を選書に反映 

  ・読書月間の取組（読書標語の作成等） 

  ・並行読書の充実を図るような選書の工夫 

３ 成果と今後の課題 

 ⑴ 成果 

  学校図書館ボランティアとのふれあいを通して、 

 本のよさを知り、本と親しむことができている。ま 

 た、ボランティアのおすすめの本を選書に反映させ 

 る等、発達段階に応じた図書の精選を行えた。 

 ⑵ 課題 

  文化センター図書室と共用しているため、学校図 

 書館の本の貸出率が少ない傾向にある。学校図書館 

 の利用の呼びかけ、貸出学年の引下げ等、活発に学 

 校図書館を利用できるような働きかけが必要である。 

 また、児童が読書をする本のジャンルが偏る傾向も 

 見られる。様々なジャンルの本を手に取り、読書の 

 世界の幅を広げられるような環境整備や図書の紹介 

 を進めていく。 

学校名 草加市立谷塚小学校 

所在地 草加市谷塚仲町４４０番地 
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